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は核内に移行してamino acid regulatory element (AARE)、ER stress response element 
(ERSE)に作用し、CHOPの発現を誘導する。本研究において、siRNAを用いてCHOPをノックダ
ウンすると、SKOV3におけるCD437の増殖抑制作用が阻害された。このことから、SKOV3にお
いても、CHOPがCD437誘導アポトーシスに重要な役割を果たしていることが示された。本研
究では、SKOV3においてCD437がPERKとIRE1の経路を活性化することが明らかとなったが、
ATF6の活性化は認められなかった。またこれと同様に、CD437で処理した他の卵巣癌細胞株
においても、CHOPの発現増強が認められない細胞株もあった。これらの結果より、CD437
は卵巣腺癌細胞株において、明らかに小胞体ストレスを引き起こすが、その誘導経路は細
胞株間で異なっている可能性があり、今後さらなる研究が必要である。 
 
結 論 
 合成レチノイド CD437の卵巣癌細胞株におけるアポトーシス誘導メカニズムの一つとし
て、小胞体ストレスの重要性が示唆された。 
 
 
 
 
 
